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芸術文化課程美術・デザインコースの今後

Sakae Infrastructure Maintenance Management System

Processing

劣化部処理 劣化処理・下地調整

2

Construction

●ひび割れ補修（圧力調整注入工法、低圧低速注入工法、ひび割れ充填工
     法、ひび割れ被覆工法）

●断面修復（左官工法、モルタル注入工法、コンクリート充てん工法、吹
　付け工法）

●表面被覆（表面被覆工法、表面塗布工法）

●剥落防止（アンカーピンニング工法、繊維シート接着工法、樹脂吹付け
　工法など）

●含浸剤塗布（セメント結晶生成材、アルカリ性付与材、塗布型防錆材、
　浸透性吸水防止材、浸透性固化材など）

●漏水止水（圧力調整注入工法、漏水止水工法）

●浮き補修（圧力調整注入工法、浮き注入工法）

●導水（線導水工法、面導水工法）

補修・補強 補　修

●コンクリート部材の交換（打換え工法）

●コンクリート断面の増加（増厚工法、コンクリート巻立て工法）

●補強材の追加（鋼板・連続繊維シート接着工法、鋼板・連続繊維シー
　ト巻立て工法）

補　強

3
高性能なドイツ製最新ウォータージェット機械による処理

●切断（柔い硬い問わず無粉塵切断、火気厳禁場所での安全施工）
　Ex.コンクリート構造物の部分切断、鋼構造物切断、火気禁止場所での配管切断など

●劣化部のはつり・除去処理（コンクリート構造物の劣化・脆弱部の除去、
    塩化物イオンなど劣化要因の除去、鉄筋錆の除去） 
　Ex.コンクリート構造物の塩害、凍害、中性化、アル骨材、化学的腐食などの除去など

●成形（コンクリートの開口・打ち抜き、構造物の部分除去・加工）
　Ex.コンクリート構造物の部分撤去、箱抜き、開口、橋梁ジョイント補修、削孔など

●表面処理（打ち継ぎ面、断面修復材、連続繊維シートなどの付着性確保
     のための下地処理や表面処理）
　Ex.下地処理・表面処理、コンクリート片はく落防止対策、レイタンス除去など

●塗膜除去処理（コンクリート構造物、鋼構造物の塗膜の除去）
Ex.建造物リニューアル、鋼床版の防水層除去、路面ゴム除去、道路ライン除去など

●洗浄処理（コンクリート構造物、タイル、アルミ、石材などの洗浄、建造
    物などの美観回復）
　Ex.建物の美観回復、景観系鋪装の骨材洗い出し、トンネルなどの明色化など
●すべり抵抗性回復処理（舗装面のすべり抵抗性の回復）
　Ex.コンクリート舗装のすべり抵抗性の回復

新技術と既存技術の融合で高品質の補修を実現

インフラ維持補修マネジメントシステム   SIMMS

Sakae Infrastructure Maintenance Management System

2015



受付・案内

エントランス

多目的トイレ

女子用トイレ

男子用トイレ

事務室

国見山廃寺は、北上川東岸の国見山（標高約240ｍ）
南麓に営まれた平安時代の山岳寺院です。

発掘調査の結果から、この地方
の中心的な大寺院であったこと
が明らかになりました。
本堂はその規模に応じて、9世
紀中頃から11世紀にかけて６回
の建替えが行われたと考えられ、
展示室内の赤い柱は５回目の本
堂の大きさを表しています。ま
た、床面の赤い線は、最大規模
となった6回目の本堂の大きさ
を表しています（原寸大）。

蝦夷という呼称は、岩手県など
北東北に住む、大和朝廷に従わ
ない人々のことを指す蔑称だと
いわれています。まつろわぬ民
として野蛮な印象を持たれてい
た蝦夷ですが、実際の暮らしぶ
りや文化活動は中央の人々とあ
まり変りなく、幅広い交易をし
ていたこともわかります。

                中世、この地域を治めていた和賀氏や葛西氏に代わっ
　　　  て江戸時代、この地を与えられたのが南部氏と伊達
　　　　氏です。
                しかし境を接するようになってからも水利権などを
　　　　めぐり、両氏の間ではいさかいが絶えず、なかなか
　　　　藩境が定まりませんでした。1641年（寛永18）、幕府
　　　　の裁定によりようやく南部領盛岡藩、伊達領仙台藩
　　　　の境目が確定し、翌年、起点となる奥羽山脈の駒ケ
　　　　岳山頂から岩手県 石市の唐丹湾まで、全長約155
　　　　ｋｍの境界線上に大小の藩境塚が築かれました。
　　　　のちに、黒沢尻が盛岡藩の回米輸送の中継地となり、 
　　　　盛岡藩最大の港となりました。北上川舟運の拠点と
　　　　して栄えた黒沢尻川岸は多くの船でにぎわいました。

Kitakami City Museum

常設展示室

  多目的室   
　国見山廃寺１

    中世                  

２ 樺山遺跡と八天遺跡

３ 江釣子古墳群

４ 　和賀氏とその時代

５  
　藩境のまち

６  
黒沢尻川岸

プロローグ

国
南

発
の
が
本
紀
の
展
堂
た
と
を

各種講座やミニテーマ展
などに使用します

見学順路
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OSAMU WARAGAI

　「奇跡の広場」　 上「ARATANAMEGUMI」
下「循環NO.14」

上「ARATANAMEGUMI　NO.2」
下「循環NO.15｣

上「ARATANAMEGUMI　NO.4」、  「循環 .16」
下  「循環 .17」　

Kitakami City Museum

OSAMU WARAGAI

事務室

国見山廃寺は、北上川東岸の国国見国見山（標高約240ｍ）
南麓に営まれた平安時代の山岳寺寺院です。

発掘調査の結果から、この地方
の中心的な大寺院であったこと
が明らかになりました。
本堂はその規模に応じて、9世
紀中頃から11世紀にかけて６回
の建替えが行われたと考えられ、
展示室内の赤い柱は５回目の本
堂の大きさを表しています。ま
た、床面の赤い線は、最大規模
となった6回目の本堂のとなった6回目の本堂の大きさ大きさ
を表しています（原寸大）。

常設設展展展示室室

 多目的室   １１

４ 和賀氏氏とととそそそそそののの時時代

５ 　藩境のまち

６６ 黒沢尻沢尻川川岸岸岸岸岸

国
南

発
の
が
本
紀
の
展
堂
た
とと
を

各種講座やミニテーマ展
などに使用しますなどに使用します用します

Kitakami City Museum

Move to Morioka

UIJ
1 Move to Morioka 2

周辺に自然が多く魅力的／すべてゆっくりして
いて落ち着ける／環境がとてもいい／不便では
あるが、落ち着く環境がよい／人が優しい／子
育てに対するケアが厚い／冬の生活は厳しい
が、食べ物がおいしく、町も落ち着いている／
こころが休まる／転勤で８年住んでみて、人柄
や県民性が好きなことや買い物などの便利さも
魅力的／私の故郷である岩手県内で一番発展し
ているまちなので暮らしが便利だと思う／中津
川・岩手山などの町の風景が好きだから

帰りたいタイミングは

６
割※

が｢

帰
り
た
い｣

と
思
っ
て
い
る
。

※

盛
岡
市
に
実
家
が
あ
る
人

「親の世話・介護をするとき」「子どもの誕生や成長を考えたとき」「学校を卒業したとき」
「わからない」「結婚するとき」「子どもが独立したとき」「その他」「親が亡くなったとき」「無回答」

時期にかかわらずタイミング
があったとき

転職先が見つかっ
たとき

定年退職や老後
を考えたとき

その他回答／

図／ Uターン意向（盛岡市に実家がある人）
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2.0

仕事の確保

住宅の確保

家族・パートナーの同意を得ること

Ｕターンに関する各種情報の入手・相談先の確保

転居資金の工面

近所付き合いなど、地域への溶け込み

子どもの教育

その他

特にない

無回答

０ 20 40 60 80 100（％）

77.7

25.7
25.6

10.9

17.4

8.9

19.1

8.6

7.7

Ｕターンでの
課題

Uターンでの課題は
「仕事の確保」が圧倒的に多い。

アンケート調査概要
・調査対象者：平成26年４月１日から平成27年３月31日の間に、本
　市から首都圏及び宮城県へ転出した18歳以上40歳未満（平成27年
　３月31日現在）の方およそ2000人
・調査期間：平成27年７月８日～７月27日
・対象者抽出：無作為抽出 
・回収数：359票（回収率18.7％　※宛所不明除き）

盛岡市広報キャラクター　モリィちゃん

単位：％

Move to Morioka

UIJ
3 Move to Morioka 4

東京編

盛岡編

全国移住ナビは、全国の自治体ごとに、移住
関連施策の紹介や、「仕事」「住まい」等のデー
タを一元的に分かりやすく提供するワンス
トップのポータルサイトとして広く Web 上
に公開されており、「生活環境・交通」等含
め様々な条件から移住に関する情報を探すこ
とができます。
また、移住・交流情報ガーデンでは、移住に
関する全国の自治体等の取り組みを情報発信
する場として、ガーデン内には各自治体のパ
ンフレットが置かれ、移住アドバイザーが常
時、仕事や就農支援、住環境に関する移住相
談を受け付けています。

います。また、U・I ターンシステムもご利用
ください。U・I ターンシステムは、岩手へ
U・I ターン就職したい方と岩手県内の企業さ
まとのマッチングを支援しています。

ふるさと回帰支援センター内の「いわて暮ら
しサポートセンター」です。
岩手への移住・定住に関するご相談を専任の
移住コンシェルジュが承ります。
岩手であなたのイーハトーブ（理想郷）を見
つけませんか？
一歩を踏み出すお手伝いをいたします！

全国移住ナビ
移住・交流情報ガーデン

いわて　
U・I ターンサポートデスク
（ジョブカフェいわて内）

定住・交流
サポートセンター

ジョブカフェいわて内の「いわてＵ・Ｉターン
サポートデスク」では、岩手県にＵ・Ｉターン
して働きたい方や、そのご家族等の相談にキャ
リアカウンセラーがお応えしています。また、
県内外のイベントや県内企業の情報提供も
行っています。

岩手県政策地域部地域振興室内の「定住・交流
サポートセンター」では、岩手への移住を考え
る方を対象に、岩手県内の暮らしに関する相談
や各種情報提供をおこなっています。

相
談
に
行
っ
て
み
よ
う

盛
岡
市
や
岩
手
県
へ
の
移
住
・
定
住
に
つ
い
て
、
相
談
・
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る
窓
口
を
紹
介
し
ま
す
。

仕
事
の
こ
と
や
住
ま
い
の
こ
と
な
ど
、
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

HP HP

HP
HP

HP

HP

●お問い合わせ
TEL：080-8871-1741　
Mail：iwate@furusatokaiki.net

●お問い合わせ
TEL：03-3524-8284
Mail：u-tokyo@pref.iwate.jp

●お問い合わせ（移住・交流情報ガーデン）
Mail：iju-garden@outlook.jp

全国移住ナビ 移住・交流
情報ガーデン

●お問い合わせ
TEL：019-621-1171

●お問い合わせ   
TEL：019-629-5194　
Mail：AB0007@pref.iwate.jpLet’s go!【あべ！】

蝦夷という呼称は、岩手県など
北東北に住む、大和朝廷に従わ北東北に住む、

とを指す蔑称だとない人々のこと
す。まつろわぬ民いわれています
印象を持たれていとし 蛮な印として野蛮な印
実際の暮らしぶた蝦夷ですが、
は中央の人々とありや文化活動は
幅広まり変りなく、 い交易をし

わかります。ていたこともわ３ 江釣子古墳群

Move to Morioka
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周辺に自然が多く魅力的／すべてゆっくりして
いて落ち着ける／環境がとてもいい／不便では
あるが、落ち着く環境がよい／人が優しい／子
育てに対するケアが厚い／冬の生活は厳しい
が、食べ物がおいしく、町も落ち着いている／
こころが休まる／転勤で８年住んでみて、人柄
や県民性が好きなことや買い物などの便利さも
魅力的／私の故郷である岩手県内で一番発展し
ているまちなので暮らしが便利だと思う／中津
川・岩手山などの町の風景が好きだから
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「親の世話・介護をするとき」「子どもの誕生や成長を考えたとき」「学校を卒業したとき」
「わからない」「結婚するとき」「子どもが独立したとき」「その他」「親が亡くなったとき」「無回答」

時期にかかわらずタイミング
があ たときがあったとき

転職先が見つかっ
たときたとき

定年退職や老後
を考えたときを考えたとき

その他回答／
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盛岡市市広広報報キャャララクター　モ

東京編 ふるさと回帰支援センター内の「いわて暮ら
しサポ トセンタ 」です
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Research Center for Regional Disaster Management  5 Research Center for Regional Disaster Management  6

Affiliation/Associate Professor, Department of Systems Innovation Engineering, Faculty of Engineering

Specialized Field/Engineering Seismology, Geophysical Prospecting, Natural Disaster Science

Research Area and Activity / Estimation of Seismic Intensity Distribution in Souther Iwate Prefecture 
by Ultra High Density Questionnaire Survey  Estimation of Hallow S-wave Velocity Structures by 
Microtremor Array Surveys　 Prediction of Strong Motions in Local Area by using Observed S-wave 
Velocity Structures　 Production of Playing Disaster Prevention Karuta for the Purpose of Disaster 
Management Awareness-Raising Activities

Hidekazu Yamamoto

Affiliation/Assistant Professor, Department of Systems Innovation Engineering, Faculty of Engineering

Specialized Field/Coastal Engineering

Research Area and Activity / Evacuation Against Tsunami and Needed Information

Yuriko Matsubayashi

Nobuo Doi

Affiliation/Professor, Department of Forest Science, Faculty of Agriculture

Specialized Field/Erosion Control Engineering, Landslide Engineering, Forest and Snow Hydrology 

Research Area and Activity / Prevention the sediment-related disaster together with residents in 
mountainous areas Education which aimed at prevention of the sediment-related disaster Forecast 
prediction concerning the sediment-related disaster in the Tohoku district

Michiya Irasawa Division Head

Affiliation/Associate Professor, Department of Systems Innovation Engineering, Faculty of Engineering

Specialized Field/Geotechnical Engineering, Soil Mechanics

Research Area and Activity / Research on the slope stability analysis

Masafumi Okawara

Affiliation/Associate Professor, Department of Systems Innovation Engineering, Faculty of Engineering

Specialized Field/Coastal Engineering

Research Area and Activity / Establishment of Design Standard of Patient Structure for Tsunami　
Development of Coupled Analysis on Fluid-Solid Interaction using MPS Method 

Toshinori Ogasawara

Affiliation/Professor, Department of Systems Innovation Engineering, Faculty of Engineering

Specialized Field/Structural Geology

Research Area and Activity / Geological Structure of Active Faults in the Ou Backbone Range　
Shallow Geological Structure in the Kitakami Lowland

Shin Koshiya Vice Director

Affiliation/Assistant Professor, Department of Systems Innovation Engineering, Faculty of Engineering

Specialized Field/Rock Mechanics, Geotechnical earthquake engineering

Research Area and Activity / Study on Seismic Performance Evaluation of Rock Mass Foundation 
for Important Structures

Naoto Kamoshida

Division Introduction

Natural Disaster Analysis Division 

The division focuses on the earthquake and tsunami of the Great East Japan Earthquake, and 
analyzes the distribution of seismic intensity and tsunami propagation on each coast to draft disas-
ter response measures. It also promotes research on possible disasters in Iwate including flooding, 
landslides, and volcanic eruptions as well as research work to improve disaster management by local 
communities.

(1) Appropriate location of important public and social infrastructure facilities 
Based on detailed research on seismic intensity observed during the 2011 disaster, the division 
studies the seismic sensitivity of each area by physical and geological investigation, analyzes the 
levels of structural damage caused by ground shaking, and assesses the stability of slopes. The 
division also performs investigations of underground structures and gravity to estimate the location 
and size of active faults in an attempt to develop a map of active faults in Iwate to help plan alloca-
tions of important facilities. 

(2) Appropriate locations of coastal protection facilities (including the seawall) 
The division aims to create disaster resilient cities based on an understanding of the tsunami vulner-
ability of buildings, the level of devastation in city centers, and an evaluation of structural resistance 
against hydrodynamic force. 

Educator introduction in alphabetical order

(3)  Improvement of disaster management in local communities including evacuation
The division examines measures to optimize evacuation routes and improve disaster management 
of local communities. It also performs research on the history of the Sanriku coast tsunamis and 
crustal movements, studies on the history of volcanic eruptions, and research on flooding and 
landslides.

Visiting Professor

Emeritus Professor of Iwate University
　

Former President of Iwate University

Visiting Professor

Emeritus Professor of Iwate University

Visiting Professor

Former Professor of 
Iwate University

Visiting Professor

Former Professor of 
Iwate University

Kenichi Hirayama Tokumi Saito 

Visiting Associate Professor

Senior Researcher, 
National Research Institute for 
Earth Science and Disaster 
Prevention (NIED)

Tomokazu MurakamiShuzo Koshino

Visiting Educators

Research Center for Regional Disaster Management  1 Research Center for Regional Disaster Management  2

15th　 Regional disaster management and future recovery in Iwate      

14th    Reconstruction from a great disaster and regional innovation and management
           －Iwate univ. and Kobe univ.   Joint forum

17th    Creating a Model of the regional reconstruction in Iwate 
            －Sendai Framework for disaster risk reduction and the practice at Iwate University－

18th     Lessons from the great disaster for the future Iwate univ. and Kobe univ.   
　　　 Joint forum

16th     Disaster Recovery  － Livelihood Rehabilitation for the future－
             Iwate univ. and Kobe univ.   Joint forum

4th     Crisis Management and Community Development for Disaster Management

3rd　 Open Seminar on Disaster Recovery at Iwate University 2012
          Rikuzentakata International Disaster Recovery Forum 2012

2nd　The Great East Japan Earthquake As Seen from Abroad
          －Comparison with the 2004 Indian Ocean Earthquake and Tsunami

1st　 Special Lecture in Commemoration of the Establishment of the RCRDM

These teaching materials, prepared in cooperation with the Iwate prefectural government, 
comprise documents regarding several types of disasters, namely earthquakes, tsunamis, 
volcanic eruptions and landslides, to teach the residents disaster management in order to 
make them more aware of possible risks.

Organizations that are involved in disaster management share their opinions concerning 
the training of disaster and crisis management experts, the reinforcement of partnerships 
between organizations, information sharing on reconstruction and disaster management, 
and collaboration on policies.

The program aims to train leaders who would share the importance of environmental 
problems and regional disaster management activities with people in communities, schools 
and at work, taking initiative in the activities performed there.

Participants get together in an affected area to introduce lessons learned and research 
results achieved from a series of disaster management and reconstruction works, and share 
the information with the rest of Japan and the World so that the disaster would not be 
forgotten.

Faculty members and students of Iwate University and its partner institution, Earlham 
College and other universities, visit each other for international exchange.

Future Creation of a Summer School Program in Tohoku (Secretariat: RCRDM)

International Exchanges Program

A forum was conducted to report on the annual results of the RCRDM activities. 
Furthermore, other RCRDM research forums were conducted by experts to report on the 
research findings and to exchange the insights of the participants regarding the results.

The conference aims to introduce the cooperation between the affected area and Iwate 
University and to prove the approach with experts.

UN World Conference on Disaster R&K Reduction
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Regional Disaster Management Forum
Main Activities

Regional Disaster Management Workshop

"Ecology Leader" and "Disaster Management Leader" Training Program to
 Support the Region

Towards the Recovery from the Great East Japan Earthquake

What is regional disaster management?

Disaster Management Education Material

Existing disaster research institutes have studied scales and probability of earthquakes/tsunami, and 
contributed greatly to the development of fundamental policies for disaster preparedness. While such 
research outcomes toward disaster management by viewing disaster as a natural phenomenon 
provide the ground for drafting actual disaster management plans specific to each region, disaster 
management from the community s perspective or in other words the aspect of regional disaster 
management must form a core part of the disaster management plans.
  The disaster management model that we suggest is a bottom-up disaster management 
system that takes the geographical traits, industrial composition, history and culture of the 
region into consideration and creates functional liaisons of 1) facilities and 2) communities 
that are resistant to tsunami disasters and 3) human resources who create, practice and pass 
down a disaster culture that is intrinsic to the community.

’

From April 2012, a year after the Great East Japan Earthquake and Tsunami, the Research Center for 
Regional Disaster Management became a university-wide institution from an affiliated entity of the Faculty 
of Engineering. Full-time and part-time faculty members, research assistants, and visiting professors from 
inside and outside the university are all advancing research and education that contribute to regional 
disaster management as well as to the recovery and reconstruction after the disaster.
  One of the main features of the Center is its focus on regional disaster management, as its name also 
suggests. Tsunami, volcanic eruption, flooding and other forms of natural disasters tend to be region 
specific in terms of their occurrence as well as regarding the process of recovery and reconstruction that 
follows. Thus, the Center is engaged in disaster management research and education that is built on 
regional characteristics specific to Iwate and the Tohoku area. Many of our faculty members value a 
long-term engagement with familiar fields, identifying challenges that regional disaster management 
faces, and seeking solutions to improve the situation.
  The Center consists of three divisions including Natural Disaster Analysis Division, Community 
Development and Disaster Management Division, and Disaster Culture Division. Since the occurrence of 
the Great East Japan Earthquake and Tsunami, our faculty members in the three divisions have been 
working together with local residents in the form of field studies assessing the degree of devastation in 
affected areas, and also through analyzing earthquakes and tsunami, supporting community development 
and reconstruction, giving educational support and support for keeping oral and written records. Hence, 
our mission is to become the research hub for Iwate s regional disaster management as well as the 
platform for reconstruction in the Sanriku coastal area and other affected areas in Iwate.
  Our goals in the immediate future include advancing research and education together with local 
communities in order to accelerate post-disaster reconstruction works. We also consider it important to 
strengthen partnerships with other universities inside and outside Japan, such as those which went 
through the Great Hanshin and Awaji, Niigata Chuetsu or other earthquakes and reconstruction processes, 
and also with regional universities that are concerned with possible Nankai Trough and other earthquakes. 
We seek to develop these partnerships to create a common learning ground that is coherent through the 
past, present and future.

’
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定休日／毎週月曜日（祝日の場合は営業、翌日休み）
　　　　＊度々、休業する事有り
営業時間／ 11:00 ～ 16:00 迄  ＊そばがなくなり次第終了
電話／ 0183-62-3311
住所／羽後町貝沢字雀田 29-7

＊各お店情報は、
　●お店の歴史等、●そばの特徴、  ●おすすめのそば、
　●営業時間や連絡先等を紹介しています。

●文政元年 (1818) 二万石橋たもとで創業。
●つなぎに布海苔を使用し、二八の手打ち
　で包 丁切りの極細で歯切れが良いそば。
　つゆも昆布と鰹節を使用し風味を出して
　います。
●おすすめ／
　元祖弥助そば（冷やがけ）
　冷やがけ＋天ぷら＋煮物＋漬物
　ざるそば＋天ぷら＋漬物
　ざるそば＋特大海老２匹・野菜天ぷら＋煮物＋漬物

●元祖弥助そばやの流れを汲む。創業大正
　3年。昔はそば屋の傍ら製粉業も行い、　
　そば屋に卸していた歴史も持つ。現在も
　自家製粉・自家製麺がモットーでこだわっ
     ています。
●つなぎに布海苔を使用している二八そば。
　旨い、速い、安い（そば・中華・うどん）。
　挽きたて、打ちたて、ゆでたてを味わっ
　てください。
●おすすめ／
　人気の季節限定鴨そば・つけ鴨そば
　その他、中華そば・そばに限り、半盛り、並盛り、大盛り、得盛
　　り（得盛りは２杯分の量）
　木・金曜日限定半カレー、セットメニューあり

●羽後町産のそば粉を使い工房独自のこだ
　わりで、紛い物を一切加えず、香りと風
　味を兼ね備えた、まったく無垢な蕎麦で
　す。そばの栽培、製粉、製麺を手がけ、
　ここでしか味わえない羽後の大地の恵を
　堪能して欲しい。
●おすすめ／
　かき揚げそば
　彦三セット　

●割烹とは別に柏木製麺所から派生して開店。
●そばは二八そばです。そばはかむほどに、
　そば本来の「甘み」と「風味」が楽しめ
　ます。ほどよいしなりのあるそばです。
　のどごしの良い上品なそばです。
●おすすめ／
　天ぷらそば
　天ざるそば　
　（天ぷらは揚げたてを提供しています）

●創業100年の老舗です。
●おすすめの冷がけそばは、布海苔をつな
　ぎにした、のどごしのよいおそばです。
　つゆは煮干しとあごを使用しています。
　季節の天ぷらがあります。
●おすすめ／
　冷がけ
　天ぷらそば
　天ザル
　（季節の天ぷらを出しています）

●初代小太郎が弥助さんの娘さんと結婚し
　てから創業。
●めんは二八そば粉で配合し、太めに打っ
    ていて、コシ強いのが特徴。つゆは昆  
　布と鰹節等で調合されています。水分
　量に注意しながら作っためんは、コシ・
　噛みごたえ抜群で、小太郎のそばは「パ
　ンチ力」でお客を魅了。

●おすすめ／
　冷やがけ
　( 生そばとラーメンを一緒に食べるお客さんも多い)

●平成 28 年 7月道の駅うご内にオープン。
　セルフ方式のダイニング。
●そばは二八、つなぎに布海苔を使いコシ
　があり、鰹と昆布 によるつゆも相性よし。
●おすすめ／
　冷やがけそば
    小鉢（地元のお母さん手づくり）
　海老天は大海老を使用、旬の野菜の天ぷら

●そば名人高橋邦弘さんの直弟子・阿部専
　助がそば会を月 1回開催しています。
    ＊開催期間はお問い合わせください。
●高橋邦弘さん直伝の二八そば。江戸風の
　辛めでのどごしの良いそば。そばの香りを
　大切にした師匠からの提供そば粉を使用。
●おすすめ／
　盛りそば　＊ご予約に応じてそば会席も可能

●五輪坂温泉としとらんどの別館みはら
　し荘で営業しています。
　＊営業期間はお問い合わせください。
●雄平仙が一望できる施設で、お風呂と
　そばをお楽しみください。
●おすすめ／
　かけそば（冷がけ）のみで 70 食限定

Ｐ 席数

Ｐ
席数

！

！

Ｐ
席数

Ｐ
席数

Ｐ
席数

席数 20席

Ｐ 7台

43席

18台

13台

30席

席数 30席

席数 24席

100席

Ｐ 1台

Ｐ 10台

30台

38席

5台

席数 20席

Ｐ ７台

60名91台

全て自家製麺のため、早めに売
り切れの場合あり。

一人で切り盛りしているため、
お待たせする場合が多いです。

定休日／不定休
営業時間／ 11:00 ～ 14:00 迄　
　　　　　＊そばがなくなり次第終了
　　　　　その他は予約のみで営業
電話／ 0183-62-0669（FAX 0183-62-2058）
住所／羽後町西馬音内字本町 90

定休日／日曜日
営業時間／ 11:00 ～ 14:00 迄　
　　　　　＊そばがなくなり次第終了
電話／ 0183-62-0628
住所／羽後町西馬音内字中野 11-1

定休日／毎週月曜日（祝日の際は営業）
営業時間／ 11:00 ～ 14:00 迄　
電話／ 0183-62-0643
住所／羽後町西馬音内字裏町 77

定休日／毎週水曜日　＊農繁期は不定休
営業時間／ 11:30 ～　＊そばがなくなり次第終了
電話／ 0183-62-1520
住所／羽後町西馬音内字中町 51

●横浜で修業の後、武蔵小杉で独立。西
　馬音内に帰郷し、そば屋を開き 22年目。
●自分の納得した手打ちそば屋の仕事を
　食べて頂きたい。せいろそばが基本、店
　の顔でありごまかしのきかないそばです。
●おすすめ／
　せいろそば

Ｐ
席数

2台

24席

定休日／毎週木曜日（水曜日は午後２時で終了）
営業時間／昼 11:00 ～ 13:50　夜 16:30 ～ 18:00
　　　　　＊昼にそばが売切れの場合、夜の営業はありません。
　　　　　＊冬１月～２月まで夜の営業はお休みします。
電話／ 0183-62-1227
住所／羽後町西馬音内字川原田 76-6

営業時間／＊要予約対応
電話／ 090-7063-7341（阿部雄太）
住所／羽後町田代字梺 61

営業時間／月１回のそば会（月末第３土日の営業）、
　　　　　11:00 ～ 14:00　＊営業期間はお問い合わせください。
電話／ 0183-62-4126（五輪坂温泉としとらんど）
住所／羽後町田代字七曲 4

定休日／日曜日・祝日
営業時間／ 11:00 ～ 14:00 迄　
　　　　　＊そばがなくなり次第終了
電話／ 0183-62-0766
住所／羽後町西馬音内字裏町 31

定休日／年中無休（1月 1日臨時休業）
営業時間／ 11:00 ～ 17:00（ラストオーダー 16：30）
　　　　 　11 月～ 3月は平日 11:00 ～ LO15:00 ､土日祝 11:00 ～ LO16:00
　　 　　　＊そばがなくなり次第終了
電話／ 0183-56-6128
住所／羽後町西馬音内字中野 200

Ｈ29. 小規模事業者地域力活用新事業全国展開支援事業
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羽後町
国指定重要無形民俗文化財「西馬音内盆踊
り」はもちろんのこと、「そば」の他にも「ま
んじゅう」のお店も多く、いろんなお店の
味を楽しむことも。
また、西馬音内の町中には、「西馬音内盆踊
り」のモニュメントもありますので、それ
を探してまち歩きしてみてはいかがですか。

二万石橋 かがり火広場 西馬音内郵便局

弥助そばや
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松　屋
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Affiliation/Associate Professor, Department of Systems Innovation Engineering, Faculty of Engineering

Specialized Field/Engineering Seismology, Geophysical Prospecting, Natural Disaster Science

Research Area and Activity / Estimation of Seismic Intensity Distribution in Souther Iwate Prefecture E
by Ultra High Density Questionnaire Survey  Estimation of Hallow S-wave Velocity Structures by E
Microtremor Array Surveys Prediction of Strong Motions in Local Area by using Observed S-wave P
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Hidekazu Yamamoto
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Development of Coupled Analysis on Fluid-Solid Interaction using MPS Method D

Affiliation/Professor, Department of Systems Innovation Engineering, Faculty of Engineering

Specialized Field/Structural Geology

Research Area and Activity / Geological Structure of Active Faults in the Ou Backbone RangeG
Shallow Geological Structure in the Kitakami LowlandS

Shin Koshiya Vice Director

Affiliation/Assistant Professor, Department of Systems Innovation Engineering, Faculty of Engineering

Specialized Field/Rock Mechanics, Geotechnical earthquake engineering

Research Area and Activity / Study on Seismic Performance Evaluation of Rock Mass FoundationS
for Important Structures

Naoto Kamoshida
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Visiting Professor

Emeritus Professor of Iwate University

Former President of Iwate University

Visiting Professor

Emeritus Professor of Iwate University

Visiting Professor

Former Professor of 
Iwate University

Visiting Professor

Former Professor of 
Iwate University

Kenichi Hirayama Tokumi Saito

Visiting Associate Professor

Senior Researcher, 
National Research Institute for 
Earth Science and Disaster
Prevention (NIED)

Tomokazu MurakamiShuzo Koshino

Visiting Educators

Research Center for Regional Disaster Management  2

15th　 Regional disaster management and future recovery in Iwate      

14th    Reconstruction from a great disaster and regional innovation and management
           －Iwate univ. and Kobe univ.   Joint forum

17th    Creating a Model of the regional reconstruction in Iwate 
           －Sendai Framework for disaster risk reduction and the practice at Iwate University－

18th     Lessons from the great disaster for the future Iwate univ. and Kobe univ.  
　　　 Joint forum

16th     Disaster Recovery  － Livelihood Rehabilitation for the future－
             Iwate univ. and Kobe univ.   Joint forum

4th    Crisis Management and Community Development for Disaster Management

3rd　Open Seminar on Disaster Recovery at Iwate University 2012
          Rikuzentakata International Disaster Recovery Forum 2012

2nd The Great East Japan Earthquake As Seen from Abroad
         －Comparison with the 2004 Indian Ocean Earthquake and Tsunami

1st　Special Lecture in Commemoration of the Establishment of the RCRDM

These teaching materials, prepared in cooperation with the Iwate prefectural government, 
comprise documents regarding several types of disasters, namely earthquakes, tsunamis, 
volcanic eruptions and landslides, to teach the residents disaster management in order to 
make them more aware of possible risks.

Organizations that are involved in disaster management share their opinions concerning
the training of disaster and crisis management experts, the reinforcement of partnerships 
between organizations, information sharing on reconstruction and disaster management, 
and collaboration on policies.

The program aims to train leaders who would share the importance of environmental
problems and regional disaster management activities with people in communities, schools 
and at work, taking initiative in the activities performed there.

Participants get together in an affected area to introduce lessons learned and research 
results achieved from a series of disaster management and reconstruction works, and share
the information with the rest of Japan and the World so that the disaster would not be 
forgotten.

Faculty members and students of Iwate University and its partner institution, Earlham 
College and other universities, visit each other for international exchange.

Future Creation of a Summer School Program in Tohoku (Secretariat: RCRDM)

International Exchanges Program

A forum was conducted to report on the annual results of the RCRDM activities.
Furthermore, other RCRDM research forums were conducted by experts to report on the
research findings and to exchange the insights of the participants regarding the results.

The conference aims to introduce the cooperation between the affected area and Iwate 
University and to prove the approach with experts.

UN World Conference on Disaster R&K Reduction
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Regional Disaster Management Forum
Main Activities

Regional Disaster Management Workshop

"Ecology Leader" and "Disaster Management Leader" Training Program to
 Support the Region
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Affiliation/Professor, Department of Foreest Sciennnce, Faculltty of Agricultu

Specialized Field/Erosion Control Engineeering,  Landdslidee Engineering

Research Area and Activity / Preventioon the ssedimmentt--related disasP
mountainous areas Education which aiimed att prevventioonn of the sedimE
prediction concerning the sediment-relaelated dissasteer in tthe Tohoku d

Michiya Irasawa Divvisionn Head

Affiliation/Affiliation/Associate ProfessorAssociate Professor, Department of Syysstems Innooovation Enginee

Specialized Field/Geotechnical Engineering, g, SSoil MMechannicsan

Research Area and Activity / Research on thon the slope pe s stability analysisR

Masafumi Okawwara

Affiliation/Associate Professor, Department of Systems Innovation Engine

S i li d Fi ld/C t l E i i

Toshinori Ogasawara

Division Introduction

Natural Disaster Analysis Division

The division focuses on thhe earthhqquake and 
analyzes the distributiion of sseismic iintensity an
ter response measures. It alsso pprommootes researc
landslides, and volcannic eruppptionns ass  well as rese
communities.

(1) Appropriate locatioon of immpoortanntt public and
Based on detailed ressearch  on seissmmic intensit
studies the seismic seensitivviity oof eaaach area by 
levels of structural daamagee cauusedd by ground 
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(2) Appropriate locatioons of coastal pprotection f
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against hydrodynamicc force.. 
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(3)  Improvement of disasterrr maanaggeement in loc
The division examiness measssurees too optimize ev
of local communities.. It alsoo peerforrmms research
crustal movements, sstudiess  on thee history of 
landslides.
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Towards the Recovery from the Great Easst Japannn Earrthquuake

What is regional disasterr manaaggemment??

Existing disaster research instituutes havee studdied sccaales and probab
contributed greatly to the develoopment ooof fundameenntal policies for d
research outcomes toward dissaster maanageemennt by viewing dis
provide the ground for draftingg actual dddisaster maannagement plans
management from the commuunity s peerspeective oor in other word
management must form a core ppart of thhee disaaster mmmanagement plan
  The disaster management model tthhat wwe suugggest is a botto
system that takes the geograaphical ttrraits,, induusstrial composit
region into consideration andd createess funnctionnaal liaisons of 1)
that are resistant to tsunami ddisastersss andd 3) huumman resources
down a disaster culture that iss intrinsiicc to tthe coommmunity.

’

From April 2012, a year after the Great East Japan EEarthhquaakke and Tsuna
Regional Disaster Management became a univeersity-wwwide instituution from an a
of Engineering. Full-time and part-time facultyy membbeers, rreseaarrch assistants,
inside and outside the university are all advaancing rrreseaarch aand education
disaster management as well as to the recoveryy and reeconsstructtion after the d
  One of the main features of the Center is itss focus oon reegionnaal disaster ma
suggests. Tsunami, volcanic eruption, flooding and  otheer forrmms of natural
specific in terms of their occurrence as well ass regarddding the pprrocess of reco
follows. Thus, the Center is engaged in disaaster maaanagemennt research an
regional characteristics specific to Iwate andd the TToohokku arreea. Many of o
long-term engagement with familiar fields, iidentifyying cchalleenges that reg
faces, and seeking solutions to improve the sittuation.
  The Center consists of three divisions inccludinggg Nattural Disaster Ana
Development and Disaster Management Divission, andd Dissasteer  Culture Divis
the Great East Japan Earthquake and Tsunammi, our facuulty mmembers in th
working together with local residents in the foorm of ffield studdies assessing 
affected areas, and also through analyzing earrthquakeees annd tsuunnami, support
and reconstruction, giving educational supporrt and ssuuppoort foorr keeping oral
our mission is to become the research hub for Iwaaate s regioonal disaster 
platform for reconstruction in the Sanriku coasstal areaa and otheerr affected area

Our goals in the immediate future includee advannncingg reseearch and edu
communities in order to accelerate post-disasster reccoonstructioon works. We 
strengthen partnerships with other universiities inssside and ooutside Japan
through the Great Hanshin and Awaji, Niigata CChuetsuu or oother eearthquakes a
and also with regional universities that are conncerned wwith posssiible Nankai Tr
We seek to develop these partnerships to creaate a commmoon leaarrning ground 
past, present and future.

Research Center for Regional Disaster Management  
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●無農薬で自然栽培にこだわり旧藤沢町で「藤沢ラズベリーファーム」を始めたそうです。その想いをご自身の名前に込めての新ブランドの立ち上げ提案。（2009）

●田野畑で愛されている万能みそだれ。思惟大橋のたもとの道の駅内「虹の橋」で召し上がれ、食べ方いろいろ。（2010） ●大槌・六串商店が少しおしゃれに女性のランチにと、海鮮
　弁当を企画。食材の盛りつけがポイントだと。（2016）

●お土産が少ない田野畑で、観光の思い出にと、巾着のデザイン提案。（2011）

●経営を後継者に譲り、ブルーベリーの栽培に励みたいという
　青年の夢を持つ。その取組みの結実にと商品提案。（2011）

●りんごをむいて食べなくなった若い人達も含め食べてもらおうと、「やわらかドライ」に加工処理した新食感
　の「林檎っち」。製造発売は東北エンジニアリングで、むらからまちから館で売上全国第 1位を記録 。（2010）

●西和賀の魅力を引き出し、多くの人が訪れるようにと休耕田を活用して始めた観光ワラビ園のやまに農産。ワラビの生育環境維持のための根の掘り起こしとその根茎活用から「100％蕨粉」
　を採取。蕨粉の地域内活用を広める商品化と、カシスを中心とした栽培・加工・商品化の支援など、農園の販促活動の全般支援。（2011）
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●スーパーの店頭で定番の「紫波きゅうり」をはじめとする既存商品群のパッケージのリメイク。利用減少の漬物業界で、新たな顧客に沿う野菜関連の商品づくりのイメージ提案。（2012）

●一度は泊まってみたい野田・苫屋。大沢菓子店（まるきん）の菓子職人・こころさんが、新たなお土産にと創作。（2012）

●大震災直後いち早く事業再開に取り組んだ吉里吉里・潮風堂。三陸で獲れる海産物をギフト化したいとの支援。（2014） ●自然のうま味がギッシリのステビア栽培米「遠野米物語」。
　遠野物語を想起するデザイン提案。（2007）

●鮭の加工品とともに、新たな商品づくりを模索の長根社長。なかなかお好みの旨い塩辛がないので「番屋の塩辛」を企画提案。まだ出来たとは聞かないが、鮭はもとより、イカ、サンマも
　不漁続きでは、長根社長さんの苦労は増えそう。三陸の海産物、地域のなりわいが心配。（2013）

●滝沢の食材を大切にしたいというお弁当屋・佐藤さん。
　滝沢産のお米とセットの商品支援。（2015）

●大震災の後、陸前高田の新たな農産物栽培として始めた「根し
　ょうが」とその加工品のシンボルデザイン支援。（2016）

●大震災の津波で被災した山田船越湾・長根商店。長年作り続けてきた「鮭フレーク」の製造再開とともに、
　ギフト商品としても販売できる商品アイテムのデザイン提案。（2013）
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●無農薬で自然栽培にこだわり旧藤沢町で「藤沢ラズベリーファーム」を始めたそうです。その想いをご自身の名前に込めての新ブランドの立ち上げ提提案。（200099）

●田野畑で愛されている万能みそだれ。思惟大橋のたもとの道の駅内「虹の橋」で召し上がれ、食べ方いろいろ。（2010） ●大槌・六串商店がが少しおししゃゃれれに女女性性のランチにと
弁当を企画。食材材の盛りつつけけががポインントだと。（20

DESIGN
合資会社高橋デザイン事務所

 


